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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  １又は２以上の対象からの信号の反射を使用して前記対象の１又は２以上の周期的な動
きを監視するための方法であって、
  送信アンテナから送信される信号パターンの繰り返しを含む送信される信号を発するス
テップと、
  前記送信される信号の複数の反射の組合せを含む受信される信号を１又は２以上の受信
アンテナにおいて受信するステップであって、前記送信される信号の前記複数の反射のう
ちの少なくとも一部の反射が、前記１又は２以上の対象に関連付けられる、ステップと、
  反射の距離に従って前記複数の反射のうちの少なくとも一部の無関係な反射を削除する
ことを含む前記複数の反射のサブセットを形成することを含む、前記受信される信号を処
理して前記１又は２以上の対象からの前記送信される信号の前記反射の時間的に連続した
パターンを形成するステップと、
  前記複数の反射の前記サブセットの各反射に関して、前記受信される信号内の前記送信
される信号の前記反射に関する位相角の経時的変化を表す位相信号を形成することを含む
、反射の前記時間的に連続したパターンを処理して１又は２以上の位相信号を形成するス
テップと、
  前記１又は２以上の位相信号のサブセットの各位相信号を処理して、前記１又は２以上
の周期的な動きのうちのそれぞれの周期的な動きの基本周波数の推定値を決定するステッ
プとを含む、方法。
【請求項２】
  反射のサブセットを形成することが、送信される信号の複数の反射のうちのそれぞれの
反射に関して、前記反射が静的マルチパス反射であるかどうかを判定することと、前記反
射が静的マルチパス反射である場合に前記反射の前記サブセットから前記反射を除外する
ことと、前記反射が静的マルチパス反射でない場合に前記反射の前記サブセットに前記反
射を含めることとを含む請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
  反射が静的マルチパス反射であるかどうかを判定することが、時間差分手法を使用する
ことを含む請求項２に記載の方法。
【請求項４】
  １又は２以上の位相信号の各々を処理して前記位相信号の周期性の測定値を決定するこ
とと、前記位相信号の周期性の前記測定値が予め決められた閾値を超える場合に前記１又
は２以上の位相信号のサブセットに前記位相信号を含めることとを含む、前記１又は２以
上の位相信号の前記サブセットを決定するステップをさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項５】
  １又は２以上の周期的な動きのうちのそれぞれの周期的な動きの基本周波数の推定値を
決定するステップが、前記１又は２以上の周期的な動きのうちのそれぞれの周期的な動き
に関して、前記周期的な動きに関する前記基本周波数の暫定的な推定値を決定することと
、前記暫定的な推定値及び前記位相信号の回帰に基づいて前記周期的な動きに関する前記
基本周波数の前記推定値を決定することとを含む請求項１に記載の方法。
【請求項６】
  １又は２以上の周期的な動きが、対象の１又は２以上のバイタルサインに関連する周期
的な動きを含む請求項１に記載の方法。
【請求項７】
  １又は２以上の周期的な動きが、対象の心拍に関連する周期的な動きを含む請求項１に
記載の方法。
【請求項８】
  １又は２以上の周期的な動きが、対象の呼吸に関連する周期的な動きを含む請求項１に
記載の方法。
【請求項９】
  １又は２以上の周期的な動きが、対象の干渉する動作に関連する周期的な動きを含む請
求項１に記載の方法。
【請求項１０】
  １又は２以上の周期的な動きが、対象の呼吸に関連する周期的な動きを含み、前記対象
の心拍に関連する周期的な動きをさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
  １又は２以上の位相信号のサブセットの各位相信号を処理して、１又は２以上の周期的
な動きのうちのそれぞれの周期的な動きの基本周波数の推定値を決定するステップが、前
記位相信号の周波数領域の表現の中の複数のスペクトルのピークを特定することであって
、前記スペクトルのピークのうちの少なくとも一部が、前記基本周波数の前記推定値の調
波周波数にある、特定することと、特定された１又は２以上のスペクトルのピークから前
記基本周波数の前記推定値を決定することとを含む請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
  特定された１又は２以上のスペクトルのピークから基本周波数の推定値を決定すること
が、前記１又は２以上のスペクトルのピークを処理して、周期的な動きに関する複数の候
補基本周波数を決定することを含む請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
  １又は２以上のスペクトルのピークを処理して、周期的な動きに関する複数の候補基本
周波数を決定することが、
  それぞれのスペクトルのピークに関して、前記周期的な動きに関する基本周波数の期待
される周波数範囲内にあるスペクトルのピークに関連する周波数の１又は２以上の因子を
決定することと、
  前記周期的な動きに関する前記複数の候補基本周波数に決定された１又は２以上の因子
を含めることとを含む請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
  複数の候補基本周波数を処理して、周期的な動きに関する基本周波数の暫定的な推定値
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を決定するステップをさらに含む請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
  基本周波数の暫定的な推定値及び位相信号の回帰に基づいて前記基本周波数の推定値を
決定するステップをさらに含む請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
  位相信号をフィルタリングして前記位相信号のフィルタリングされたバージョンを形成
するステップであって、基本周波数の暫定的な推定値の周波数成分及び前記基本周波数の
前記暫定的な推定値に隣接する周波数成分を位相信号の前記フィルタリングされたバージ
ョン内に維持することと、実質的にすべてのその他の周波数を前記位相信号の前記フィル
タリングされたバージョンから除外することとを含む、ステップと、
  前記位相信号の前記フィルタリングされたバージョンの回帰に基づいて周期的な動きの
前記基本周波数の推定値を決定するステップとをさらに含む請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
  位相信号のフィルタリングされたバージョンの回帰に基づいて周期的な動きの基本周波
数の推定値を決定するステップが、前記位相信号の前記フィルタリングされたバージョン
の位相角の傾きを決定することを含む請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
  複数の候補基本周波数を処理して、基本周波数の暫定的な推定値を決定するステップが
、前記複数の候補基本周波数に票決アルゴリズムを適用することを含む請求項１４に記載
の方法。
【請求項１９】
  １又は２以上の位相信号のサブセットの各位相信号が、対象の心拍が原因である周期的
な動きに関連する第１の複数のスペクトルのピークと、前記対象の呼吸が原因である周期
的な動きに関連する第２の複数のスペクトルのピークとを含む請求項１１に記載の方法。
【請求項２０】
  位相信号の周波数領域の表現の中の複数のスペクトルのピークを特定することが、スペ
クトルのピークを周波数領域の表現のノイズフロアと区別するための正規化アルゴリズム
を適用することを含む請求項１１に記載の方法。
【請求項２１】
  １又は２以上の位相信号のサブセットの各位相信号に関して、周期的な動きに関する基
本周波数の推定値を決定するステップが、
  前記周期的な動きの前記基本周波数の暫定的な推定値を決定することと、
  前記周期的な動きの前記基本周波数の前記暫定的な推定値及び前記位相信号の回帰に基
づいて前記周期的な動きの前記基本周波数の推定値を決定することとを含む請求項１に記
載の方法。
【請求項２２】
  周期的な動きの基本周波数の暫定的な推定値を決定することが、位相信号のスペクトル
表現内の最も大きなピークに関連する周波数を特定することを含み、
  前記周期的な動きの前記基本周波数の推定値を決定することが、
    前記暫定的な推定値の周波数成分及び前記暫定的な推定値に隣接する周波数成分を位
相信号のフィルタリングされたバージョン内に維持し、実質的にすべてのその他の周波数
を前記位相信号の前記フィルタリングされたバージョンから除外することを含む、前記位
相信号をフィルタリングして前記位相信号の前記フィルタリングされたバージョンを形成
することと、
    前記位相信号の前記フィルタリングされたバージョンの回帰に基づいて前記周期的な
動きの前記基本周波数の前記推定値を決定することとを含む請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
  位相信号のフィルタリングされたバージョンの回帰に基づいて周期的な動きの基本周波
数の推定値を決定することが、前記位相信号の前記フィルタリングされたバージョンの位
相角の傾きを決定することを含む請求項２２に記載の方法。
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【請求項２４】
  １又は２以上の対象からの信号の反射を使用して前記対象の１又は２以上の周期的な動
きを監視するためのコンピュータによって実装されるシステムであって、請求項１～２３
のいずれかに記載のすべてのステップを実行するようにプログラミングされたプロセッサ
を含む、システム。
【請求項２５】
  請求項１～２３のいずれかに記載のすべてのステップをプロセッサに実行させるための
命令を含む非一時的コンピュータ可読媒体上に記憶されたソフトウェア。
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